
  　
切断入力では、鋼材を切断した際の母材、製品、端材の情報をまとめて登録することができます。

※新規登録・修正・削除、キー操作方法などは「伝票入力画面　共通基本操作」を参照してください。

１）切断入力の概要

・切断入力をすることにより、以下の業務が可能となります。
①　母材や、製品、端材の長さごとの在庫増減が可能。
②　受注明細ごとの、切断情報を入力することで、売上ﾘﾚｰ時の製品明細の引当。

・　切断入力の操作の流れ

ⅰ）新規登録 ⅱ）伝票修正 ⅲ）伝票削除

※切断伝票は伝票Noが重複可能ですので、
　同じ伝票Ｎｏが存在した場合は、伝票一覧が自動で表示されます。
　表示された中から対象となる伝票を選択します。

切断入力

商品指定 受注No指定

伝票の基本情報
（ヘッダ部）の入力

受注明細
を指定

伝票の明細情報
（明細部）の入力

登録前のエラーチェック

伝票登録

伝票No指定 伝票No指定

伝票の修正

（ヘッダ部または明細部）
伝票内容の確認

登録前のエラーチェック

伝票登録

登録前のエラーチェック

伝票削除
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２）　基本情報（ヘッダ部）　項目の説明

入力画面の上部にある基本情報をヘッダ部と呼びます。
ヘッダ部には、１伝票共通で設定できる項目が表示され、入力することができます。

項目名称 説明

伝票No ほぼ全ての帳票類、伝票類に印字される伝票Noです。
採番管理登録の設定によっては重複することもあります。
（ＳＰＡＣＥまたはＦ４キーで検索画面表示）

受注No 受注を指定して、切断入力を行う場合に指定します。

・伝票登録後に変更はできません。
・同一受注Noを指定することはできません。

商品 切断を行う商品ｺｰﾄﾞを指定します。
受注Noを指定している場合は、受注情報選択で選択した受注明細の商品が
自動表示されます。

・伝票登録後に変更することはできません。

伝票日付 切断を行う伝票日付です。

・受注明細が複数ある伝票でも、伝票日付は１つしか指定できません。
・指定した日付時点で切断内容が在庫として反映されます。

担当者 伝票の担当者です。

・受注明細が複数ある伝票でも１つしか登録できません。

受注引当から 選択した受注明細の在庫引当情報を元に切断明細を初期表示します。
入力ﾎﾞﾀﾝ

・受注入力時に、在庫引当画面の「切断」ﾁｪｯｸをONにしている明細は、
　引当した寸法と今回使用員数を「切断」伝区で作成し、
　受注明細で登録した寸法と員数は、「製品」伝区で作成します。

・受注入力時に、在庫引当画面の「切断」ﾁｪｯｸがOFFの明細は、
　引当した寸法と使用員数を「出庫準」伝区で作成します。
　
・受注入力時に、引当画面で在庫引当をしてない場合は、
　受注明細の寸法と員数の内容を「出庫準」伝区で作成します。

全行 表示されている明細行の削除ﾁｪｯｸを全行ONにします。
削除ﾁｪｯｸｵﾝ

切断入力
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３）　明細情報（明細部）　項目の説明

入力画面の下部にある明細情報欄の伝区や寸法が指定できる箇所を明細部と呼びます。
受注Noを指定している場合は、受注情報選択で選択した受注明細ごとに、
明細内容が切り替わり入力することができます。

明細行横スクロール続き

項目名称 説明

行No 先頭から自動で行Noが付番されます。
256行まで入力可能です。
「＊」マークの行は、まだ何も入力されていない行です。

削除 入力した行を削除する場合、この削除欄にマウスでチェックを入れます。
（ボタン） （チェックを入れると行全体がグレー背景になります）

その状態で伝票登録をするとチェックを入れた行が削除されます。

伝区 以下の伝区より選択します。
（伝票区分）

・切断　・・・　切断する元となる母材の情報を入力する場合に選択します。
入力した内容で実在庫を減少させます。
LOT管理をする場合は、登録済みのLOTを指定する必要があります。

・製品　・・・　切断して完成した製品の情報を入力する場合に選択します。
入力した内容で実在庫を増加させます。
LOT管理をする場合は、登録済みのLOTを指定する必要があります。
受注Noを指定して登録した場合、その受注Noを売上で指定すると、
この伝区の明細で登録した内容を初期表示することができます。

・出庫準・・・切断の必要がない商品を入力する場合に選択します。
実在庫の増減はされません。
LOT管理をする場合は、登録済みのLOTを指定する必要があります。
受注Noを指定して登録した場合、その受注Noを売上で指定すると、
この伝区の明細で登録した内容を初期表示することができます。

・入庫　・・・　切断した残りの残材を再度在庫として戻す場合に選択します。
入力した内容で実在庫を増加させます。
LOT管理をする場合は、採番済みのLOTを指定する必要があります。

・入庫振・・・切断した残りの残材を再度在庫として戻す場合に選択します。
入力した内容で実在庫を増加させます。
LOT管理する場合は、新規のLOTNoを指定することができます。

LOTNo 商品マスタでLOT区分が「LOT商品」の場合必須入力です。

LOT連番 LOTNo入力時に自動表示されます。

寸法 受注Noを指定している場合は、伝区によって、受注の情報から寸法を自動表示することが可能です。
受注Noを指定していない場合は、商品ﾏｽﾀの内容が初期表示されます。

明細部

受注情報選択

ｸﾘｯｸして切断を行

う受注明細を指定

切断入力
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項目名称 説明

単位重量 寸法、長さ、重量計算区分で自動計算されます。
表示後訂正も可能です。
重量計算区分が、［単位重量×員数］［単位重量×長さ×員数］の場合は自動計算されません。

長さ 「受注引当から入力ﾎﾞﾀﾝ」で作成した明細の場合、
伝区によって、受注の情報から長さを自動表示することが可能です。

倉庫 受注Noを指定している場合、選択した受注明細の倉庫が初期表示され、変更できません。
受注Noを指定していない場合は、担当者に事業所に紐づく倉庫が初期表示され、
表示後変更可能です。

受注引当 「受注引当から入力ﾎﾞﾀﾝ」で作成した明細の場合、
受注明細の員数または、在庫引当画面の使用員数を初期表示します。
読み取り専用のため、変更はできません。

使用員数 材料や製品の員数を入力します。

重量 材料や製品の重量を入力します。
単位重量ろ使用員数より自動計算されます。

原 原単価区分をPかKで入力します。
（原単価区分） Pの場合は原価単価×使用員数で原価を計算します。

Kの場合は原価単価×重量で原価を計算します。

原価単価 商品ﾏｽﾀの売上原価計算法によって初期表示されます。

原価 原価単価と、使用員数または使用重量によって自動計算されます。

備考 明細行の備考として任意の文字列を入力できます。

４）　切断伝票更新におけるその他注意事項

・受注Noを指定した場合は、受注明細ごとに、「製品」もしくは「出庫準」伝区の明細が必須です。

・受注Noを指定した場合は、受注明細ごとの有効在庫を、伝区によって解除または新たに押さえられます。

切断 受注で引当てた内容は解除される 減少する

製品 受注で引当てた内容は解除される 増加する
新たに有効在庫として押さえる

出庫準 受注で引当てた内容は解除される 増減なし
新たに有効在庫として押さえる

入庫 受注で引当てた内容は解除される 増加
有効在庫は管理されない

入庫振 受注で引当てた内容は解除される 増加
有効在庫は管理されない

・受注明細の出荷区分が、すでに「完納」や「一部」の場合は、切断情報を登録できません。

・切断入力にﾘﾚｰした受注明細の変更削除はできません。

・売上済みの受注Noに紐づく切断伝票は変更削除ができません。

実在庫有効在庫伝区

切断入力
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